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（ＤＰ１） (ＣＰ１)

将来，医療分野で指導的役割を
果たすために，生命の尊厳を畏
怖し，豊かな知識と教養に基づ
いた高い倫理観を持って薬学研
究を実践できる。

必修科目並びに選択科目の履修
を通じて，基礎薬学，応用薬
学，実践薬学に加え，アカデ
ミック・ライティング，レギュ
ラトリーサイエンスの知識を滋
養する。これらの知識に基づ
き，指導教員の指導の下，研究
における倫理感を養う。

（ＤＰ２） (ＣＰ２)

世界の医療・保健・福祉の現状
や背景を理解し，自らの意見を
持って自身の研究の重要性と意
義を説明することができる。

必修科目及び選択科目の履修に
加え，「薬学特別研究」を通じ
て，様々な視点から世界の医
療・保健・福祉の現状や背景を
理解する。またその理解に基づ
き，指導教員との議論を通じて
自身の研究の重要性を説明でき
る能力を養う。

（ＤＰ３） （ＣＰ３）

得られた多岐にわたる知識や情
報を基に，論理的な手法並びに
批判的な思考で物事の本質を洞
察し，最先端の独創的な研究を
行うことができる。

「薬学特別研究」における論文
発表，学会発表，論文調査など
の過程を通じて，自身が持つ知
見・知識・情報に対して論理的
かつ批判的な考察を加え，それ
を指導教員並びに関連分野の教
員との議論の中で説明できる能
力を養う。

（ＤＰ４） （ＣＰ４）

薬学領域における課題を自ら問
題設定し，継続的に取り組み，
解決策を提案することができ
る。

「薬学特別研究」における指導
教員等との議論，論文発表，学
会発表，論文調査などの過程を
通じて，自身の研究分野の現状
を理解し，研究の方法論や情報
の解析・分析技術を修得する。
これらの知識に基づき学術的並
びに社会的意義が認められる研
究テーマ及び問題設定を行うこ
とができる能力と，それらに対
して論理的な解決策を提示する
ことができる能力を養成する。

（ＤＰ５） （ＣＰ５）

新たな創造をめざして研究課題
に積極的に挑戦し続け，考え抜
くことができる。

必修科目及び選択科目の履修に
加え，「薬学特別研究」におけ
る指導教員等との議論，論文発
表，学会発表並びに論文調査な
どの多彩な形式の学びを通じ
て，未知の問題に対する探究心
と好奇心を養い，それを基盤に
新たな智の創造をめざして挑戦
し続ける能力を養う。

（ＤＰ６） （ＣＰ６）

研究を展開並びに拡大していく
ために積極的に他者と交流，連
携かつ協働することができる。
また，自身の研究の成果を，専
門領域の枠を超えて発信するこ
とができる。

専門分野における研究の遂行，
指導教員等との議論，論文発
表，学会発表などの過程を通じ
て，自らの考えを的確に伝え，
国内外の他の研究機関との積極
的な交流を行うことができる能
力を養う。

（ＤＰ７） （ＣＰ７）

薬学研究者として，多様なコ
ミュニケーション能力を活用す
ることにより集団のなかで協働
するとともに他者の指導ができ
る。

研究を遂行する過程において，
指導教員及び関連教員との議論
に加え，国内外の他の研究機関
との積極的な交流を通じて，研
究者としての集団におけるリー
ダーシップ・協働力を養成する
とともに，自らの専門知識を
もって社会へ貢献することがで
きる能力を養成する。

（ＤＰ８） （ＣＰ８）

薬学研究者として強い責任感と
高い倫理性をもって自身の研究
を見つめることで生涯にわたり
自己を高めることができる。

研究を遂行する過程において，
指導教員及び関連教員との議論
に加え，国内外の他の研究機関
との積極的な交流を通じて，他
者の考えを受け容れ，自己で昇
華し視野を広げ，かつ，高い倫
理性を持って自らの考えを継続
的に提示することができる能力
を養成する。
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大学院薬学研究科博士課程設置科目の履修系統図

日本大学大学院薬学研究科では，日本大学教育憲章に基づき，「日本大学の目的及び 使命」を理解し，薬学研究科の教育研究上の目的のもとに
設定した以下の能力を身に付け，博士論文審査基準を満たし最終試験に合格した者に博士（薬学）の学位を授与する。

薬学研究科ではディプロマ・ポリシーに掲げる能力を修得するために複数の教員からなる多彩な形式の学びにより「自ら学び」，「自ら考え」，
そして「自ら道をひらく」能力を養い，指導教員の下，学術的並びに社会的意義が認められる研究論文を作成し発表することで，将来，指導的立
場で活躍できる人材を育成するためのカリキュラムを編成する。学習成果は，受講態度，課題レポートの内容，プレゼンテーション及び質疑応
答，討議内容又は試験等により評価する。
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